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啄
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、
・
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・
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決
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持
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今
月
十
日
に
施
行
さ
れ
る
第
三
十
三
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
当
り
、
本

会
は
左
記
の
と
お
り
計
一
二
七
名
の
立
候
補
者
に
推
薦
状
を
変
付
し
、
麦

漉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
加
盟
宗
派
県
四
団
体
に
そ
の
推
薦
方
を
要

請
し
、
そ
の
加
盟
団
体
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
仏
教
外
護
者
も
し
く
は

そ
の
可
能
性
あ
る
者
と
し
て
申
請
の
あ
っ
た
も
の
で
、
審
査
の
結
果
、
適

任
と
認
め
推
薦
を
決
定
し
た
。

〈
北
海
道
一
区
〉

み
の
わ
　
　
　
登
　
　
4
8
歳
　
　
　
自
前

　
防
衛
政
務
次
官
　
病
院
長

〈
北
海
道
四
区
〉

竹
田
厳
道
　
5
4
歳
　無
新

－
美
術
サ
ロ
ン
社
長
（
北
海
タ
イ
ム
ス
社
長
）

　
　
東
　
北

く
青
森
県
一
区
V

中
村
拓
道
　
6
1
歳
　自
前

　
防
水
工
事
会
社
顧
問
（
八
戸
市
長
）

竹
中
修
一
　
5
4
歳
　自
新

　
党
青
森
麦
部
長
青
森
ガ
ス
社
長

森
田
重
次
郎
　
8
2
歳
　
自
前

　
弁
護
士
（
衆
院
社
労
委
員
長
）

〈
青
森
県
二
区
〉

竹
内
黎
一
　
4
6
歳
　自
前

　
党
労
働
部
会
長
（
外
務
政
務
次
官
）

〈
山
形
県
一
区
〉

黒
金
泰
美
　
6
2
歳
　自
前

　
袖
石
顧
問
（
宮
房
長
官
）

近
　
藤
　
鉄
　
雄
　
　
4
3
歳
　
　
　
自
前

　
党
県
相
談
役
（
労
湘
秘
書
官
）

木
　
村
　
武
　
雄
　
　
7
0
歳
　
　
　
自
前

　
建
設
相
、
国
家
公
安
委
員
長
（
行
管
庁
長
官
）

　
　
関
　
東

く
茨
城
県
一
区
V

橋
本
　
登
美
三
郎
　
　
7
1
歳
　
　
　
自
前

　
党
幹
事
長
（
運
輸
相
、
建
設
相
）

〈
茨
城
県
二
区
〉

塚
　
原
　
俊
　
郎
　
　
6
2
歳
　
　
　
自
前

　
党
勤
労
者
福
祉
調
査
会
長
（
労
相
）

〈
茨
城
県
三
区
〉

赤
　
城
　
宗
　
徳
　
　
6
8
歳
　
　
　
自
前

　
日
ソ
親
善
協
会
長
（
農
相
）

〈
栃
木
県
二
区
〉

森
下
国
雄
　
7
6
歳
　自
前

　
党
顧
閤
（
衆
院
建
設
、
外
務
委
員
長
）

〈
群
馬
県
三
区
〉

中
曽
根
　
康
　
弘
　
　
5
4
歳
　
　
　
自
前

　
通
産
相
（
防
衛
庁
長
官
　
運
輸
相
）

・
・
福
蟹
田
越
：
夫
㌧
L
ド
6
7
歳
　
’
：
亀
自
前
■

　
覚
県
顧
問
（
外
相
　
蔵
相
）

〈
千
葉
県
一
区
〉

始
　
関
　
伊
　
平
　
　
6
5
歳
　
　
　
自
前

　
党
政
審
委
員
（
衆
院
建
設
委
員
長
）

〈
千
葉
県
二
区
V

伊
能
繁
次
郎
　
　
7
1
歳

　
党
総
務
（
防
衛
庁
長
官
）

〈
千
葉
県
三
区
V

水
田
　
三
喜
男
　
　
6
7
歳

　
党
顧
問
（
蔵
相
　
通
産
相
）

〈
東
京
一
区
V

麻
生
良
方
　
　
4
8
歳

〈
東
京
二
区
〉

菊
池
義
郎
　
　
8
2
歳

川
端
文
夫
　
　
6
7
歳

　
党
中
執
委
員
（
都
議
）

〈
東
京
三
区
〉

越
智
通
雄
　
　
4
3
歳

　
党
支
部
顧
問
（
大
蔵
省
課
長
）

〈
東
京
四
区
〉

岡
崎
英
霊
　
　
7
1
歳

和
田
耕
作
　
　
6
5
歳

　
党
政
審
副
会
長
　
都
委
員
長

〈
東
京
五
区
〉

党
副
書
記
長
（
党
国
民
運
動
委
員
長
）

皇
都
副
会
長
（
衆
院
懲
罰
委
員
長
）

党
総
務
副
会
長
（
衆
院
地
方
行
政
委
員
長
）

民委自　　　自　　民）自　長民　　自　　自
前員前　 新　　　　　　前　前）前　 前　 前

高
橋
正
則
　
5
8
歳
　民
新

　
党
中
小
企
業
副
委
員
長
　
都
顧
問

〈
東
京
工
ハ
区
V

天
　
野
公
　
義
　
　
5
1
歳
　
　
　
自
前

　
運
輸
会
社
社
長
（
衆
院
内
閣
、
商
工
委
員
長
）

八
策
京
七
区
＞
－
：
㌧

和
田
春
生
　
　
5
3
歳
　
　
　
民
前

　
党
機
関
紙
局
長
（
伺
盟
副
会
長
）

〈
東
京
．
八
区
V

山
田
久
就
．
6
5
歳
　
自
前

　
党
外
三
部
会
長
（
駐
ツ
大
使
　
外
務
次
官
）

石
井
　
　
桂
　
倣
歳
　
　
自
前

　
建
築
研
究
所
長
（
科
彼
政
務
次
官
）

〈
東
京
九
区
V

浜
　
野
　
清
　
吾
　
　
7
4
歳
　
　
　
自
前

　
行
管
庁
長
官
（
衆
院
決
算
、
法
務
委
員
長
）

〈
東
京
十
区
〉

鯨
岡
兵
輔
　
　
5
7
歳

　
党
組
織
副
委
員
長
（
都
議
）

〈
神
奈
川
県
一
区
〉

門
司
　
　
亮
　
　
7
4
歳

　
党
顧
問
（
県
議
）

藤
山
愛
一
郎
　
　
7
5
歳

　
党
県
会
長
（
外
相
、
日
商
会
頭
）

小
此
木
彦
三
郎
　
　
4
4
歳

　
党
労
働
局
次
長
（
横
浜
市
議
）

〈
神
奈
川
県
二
区
〉

田
川
誠
　
一
　
5
4
歳

　
党
日
中
協
副
会
長
（
科
技
、

曽
根
　
　
　
益
　
　
6
9
歳

　
党
顧
問
（
党
書
記
長
、

〈
神
奈
川
県
三
区
V

河
野
洋
．
平
　
　
3
5
歳

　
厚
生
政
務
次
官
）

参
院
議
員
）
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党
文
教
局
長
、
県
門
産
振
興
会
長

　
　
中
　
部

〈
山
梨
全
県
一
区
〉

小
林
信
　
一
　
6
4
歳

　
強
運
顧
問
（
衆
院
公
害
順
当
）

内
田
常
雄
　
　
6
5
歳

　
党
税
制
調
査
会
長
（
厚
相
）

〈
静
岡
県
一
区
V

西
村
直
己
　
　
6
7
歳

大
石
千
八
　
　
3
7
歳

高
見
三
郎
　
6
8
歳

　
党
税
調
副
会
長
（
文
相
）

〈
愛
知
県
一
区
V

丹
羽
久
章
　
　
駆
歳

　
通
産
政
務
次
官

春
日
　
’
一
幸
　
　
6
2
歳

　
党
委
員
長

く
愛
知
県
三
区
V

海
部
俊
樹
　
　
4
1
歳

江
崎
真
澄
　
　
5
7
歳

佐
藤
観
樹
　
　
3
0
歳

　
党
繊
維
対
策
委
事
務
局
長

く
愛
知
県
四
区
V

中
垣
国
男
　
　
6
1
歳

　
党
憲
法
調
査
副
会
長
（
法
相
）

中
野
四
郎
　
　
6
5
歳

　
党
行
政
調
会
長
（
碧
南
市
長
）

太
田
　
一
夫
　
　
6
2
歳

自社
前前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
前

党
経
済
調
査
会
長
（
防
衛
汀
長
官
　
農
相
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
新

無
職
（
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
前

　
　
　
　
　
　
飲
料
会
社
々
長

　
　
　
　
民
中
連
会
長
（
党
書
記
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
前

党
国
会
対
策
副
委
員
長
（
労
働
政
務
次
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
前

党
医
療
問
題
調
査
会
長
（
防
衛
庁
長
官
）

党
員
顧
問
（
名
鉄
労
組
書
記
長
）

民（自
前県前
　琶

社
前社歴自薦前前

〈
愛
知
県
五
区
V

上
村
千
一
郎
　
6
0
歳
　
自
前

　
弁
護
士
（
大
蔵
政
務
次
官
）

福
井
　
　
勇
　
　
6
9
歳
　
　
自
前

　
党
県
副
会
長
（
運
輸
、
文
部
政
務
次
官
）

〈
愛
知
県
六
区
V

辻
　
　
寛
　
一
　
6
7
歳
　
　
自
前

　
党
組
織
活
動
調
査
会
長
（
防
衛
政
務
次
官
）

塚
本
三
郎
　
4
5
歳
　
民
前

　
着
順
書
記
長
（
党
県
委
員
長
）

〈
岐
阜
県
一
区
V

野
　
田
　
卯
　
一
　
　
6
9
歳
　
　
　
自
前

　
党
首
都
圏
整
備
委
員
長
（
建
設
相
）

〈
岐
阜
県
二
区
〉

金
　
子
　
一
　
平
　
　
5
9
歳
　
　
．
自
前

　
党
中
小
企
業
調
査
副
会
長
（
衆
院
大
蔵
委
長
）

〈
三
重
県
一
区
〉

木
村
俊
夫
　
6
3
歳
　
自
前

　
党
日
中
副
会
長
（
官
房
長
官
）

中
井
ひ
ろ
し
　
　
3
0
歳
　
　
　
無
新

　
無
職
（
代
議
士
秘
書
、
社
党
県
役
員
）

〈
三
重
県
二
区
V

野
　
呂
　
恭
　
一
　
　
5
3
歳
　
　
　
自
前

　
党
内
閣
部
会
長
（
県
議
、
防
衛
政
務
次
官
）

〈
長
野
県
一
区
V

小
　
坂
善
太
郎
　
　
6
0
歳
　
　
　
自
前

　
党
日
中
協
会
長
（
外
相
、
労
相
）

〈
新
潟
県
一
区
分

小
沢
辰
男
　
5
6
歳
　自
前

　
米
油
販
売
社
長
（
衆
院
社
労
委
長
）

福
田
　
　
満
　
　
4
1
歳
　
　
無
茶

　
電
気
材
料
販
売
会
柱
重
役

高
　
橋
　
ち
　
ず
　
　
5
1
歳
　
　
　
自
新

　
食
堂
社
長
（
代
議
士
秘
書
）

〈
新
潟
県
三
区
画

村
　
山
　
達
　
雄
　
　
5
7
歳
　
　
　
自
前

　
党
財
政
部
会
長
（
法
務
、
運
輸
政
務
次
官
）

大
　
野
　
市
　
郎
　
　
6
2
歳
　
　
　
自
前

　
党
住
宅
委
長
（
衆
院
地
行
委
員
長
）

〈
新
潟
県
四
区
V

大
．
竹
太
郎
　
　
6
7
歳

　
交
通
会
社
々
長
（
県
議
）

木
島
喜
兵
衛
　
　
5
5
歳

　
党
文
教
委
事
務
局
長
（
県
議
）

〈
富
山
県
一
区
〉

松
岡
松
平
，
6
7
歳

　
弁
護
士
（
自
民
党
情
宣
局
長
）

古
川
喜
　
一
　
5
7
歳

　
党
県
顧
問
（
県
議

ん
富
山
県
二
区
〉

佐
野
憲
治
　
　
5
7
歳

片
岡
清
　
一
　
　
6
1
歳

　
安
全
協
会
顧
問
（
砺
波
市
長
）

〈
石
川
県
一
区
〉

別
川
　
ゆ
き
お
　
　
5
4
歳

森
　
　
　
喜
朗
　
　
3
5
歳

奥
田
敬
和
　
　
4
5
歳

　
建
設
会
社
々
長
（
県
議
）

島
崎
ゆ
ず
る
　
　
〃
歳

　
党
県
副
委
員
長
（
九
大
教
授
）

さ
た
け
弘
　
造
　
　
5
6
歳

　
空
港
ビ
ル
社
長
（
小
松
市
長
）

〈
石
川
県
二
区
V

社自
前前記無一元

地
区
労
議
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
前

党
建
設
部
会
長
（
党
県
委
員
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
前

党
商
工
局
次
長
（
県
農
協
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
前

党
青
年
対
策
部
長
（
参
院
議
員
秘
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
新

坂
本
三
十
次
，
4
9
歳
，
、
　
自
前

　
党
組
織
局
長
（
県
教
育
委
員
）

か
わ
ら
　
　
　
力
　
　
3
5
歳
　
　
　
結
節

　
青
少
年
交
流
協
会
理
事
（
代
議
士
秘
書
〉
，

稲
　
村
　
佐
近
四
郎
，
5
5
歳
、
　
自
前
，

　
党
繊
維
対
策
委
員
長
（
通
産
政
務
次
官
）

守
　
友
　
友
　
範
　
　
詔
歳
．
、
　
廷
臣

　
党
県
委
員
長
（
県
議
）

〈
福
井
県
全
県
一
区
V

堂
森
．
芳
夫
　
6
9
歳
　社
前

　
鉄
道
建
設
審
委
員
（
党
代
議
士
会
長
）

坪
川
信
三
　
6
3
歳
　
自
前

　
党
公
園
緑
地
小
委
員
長
（
建
設
相
）

福
田
　
　
一
　
7
0
歳
　
　
自
前

　
自
治
相
（
通
産
相
）

植
　
木
　
庚
子
郎
　
　
7
2
歳
　
　
　
自
前

　
蔵
相
（
法
相
　
大
蔵
主
計
局
長
）

　
近
　
畿

〈
大
阪
府
一
区
〉

菅
　
野
　
和
太
郎
　
　
7
7
嵐
　
　
　
自
前

　
関
経
連
常
任
理
事
（
通
産
相
）

〈
大
阪
府
二
区
V

中
山
正
暉
　
4
0
歳
　自
前

　
党
青
年
部
長
（
大
阪
市
議
）

〈
大
阪
府
三
区
V

阪
上
安
太
郎
　
6
0
歳
　
社
前

　
党
都
市
問
題
委
員
長
（
高
槻
市
長
）

原
田
　
　
憲
　
　
5
3
歳
　
　
自
前

　
党
広
報
委
員
長
（
運
審
訊
）

〈
大
阪
府
四
区
V

古
川
丈
吉
　
6
8
歳
　自
前

　
党
総
務
副
会
長
（
衆
院
逓
信
委
員
長
）

塩
川
　
正
十
郎
　
　
5
1
歳
　
　
　
自
前
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臨
急
浩
都
市
対
策
委
員
長
（
藩
府
幹
事
長
）

〈
大
阪
府
一
二
区
〉

左
藤
・
恵
・
饒
　
自
前

　
大
谷
学
風
最
（
領
事
）

△
暴
都
府
一
区
〉

小
肝
半
次
　
6
3
歳
　自
前

　
党
政
調
副
会
長
（
衆
院
予
算
委
員
長
）

永
一
末
英
一
　
5
4
歳
　
　
民
元

　
党
府
顧
問
（
参
院
議
員
）

〈
京
都
府
二
区
V

前
尾
、
繁
三
郎
　
6
7
歳
．

　
党
府
名
誉
会
長
（
法
相
）

玉
置
　
一
徳
　
　
6
0
歳

　
党
府
委
員
長
（
府
議
）

〈
滋
賀
県
全
県
一
区
〉

上
田
茂
行
　
　
2
5
歳

　
建
材
会
社
社
長
（
代
議
士
秘
書
）

草
野
　
一
郎
平
　
　
6
6
歳

　
県
遺
族
会
長
（
農
林
政
務
次
官
）

O
と
う
　
俊
男
　
　
6
0
堰

く
兵
庫
県
四
区
V

松
本
十
郎
　
　
5
4
濃

く
兵
庫
県
五
区
V

党
県
顧
問
（
国
労
名
古
屋
地
本
委
員
長
）

党
国
民
生
活
局
次
長
（
大
蔵
省
局
長
）

佐
々
木
良
作
　
　
5
7
歳

　
党
書
記
長
（
参
院
議
員
）

有
田
喜
　
一
　
7
1
歳

　
経
企
庁
長
官
（
防
衛
庁
長
官
）

〈
奈
良
県
全
県
一
区
〉

吉
田
之
久
　
　
4
6
歳

　
党
政
審
副
会
長
（
県
議
）

奥
野
誠
亮
　
　
5
9
歳

自民　自民長自員社自自　　　　　　　　　　民自　　前　前　、）前　長骨　前　新　　元　前前前

　
党
総
務
局
長
（
自
治
次
官
）

　
”
中
・
国

く
岡
山
県
二
区
V

丹
・
正
．
い
わ
お
　
「
5
4
歳
ジ
　
冒
民
新

　
病
院
長
（
県
P
T
A
副
会
長
）

〈
広
島
県
一
区
V

灘
　
尾
　
弘
　
吉
　
　
7
2
歳
　
　
　
自
前

　
党
外
交
調
査
会
副
会
長
（
文
相
　
厚
相
）

〈
鳥
取
県
全
県
一
区
〉

徳
　
安
　
実
　
蔵
　
　
7
2
歳
　
　
　
自
前

　
党
道
路
調
査
会
長
（
郵
政
相
）

〈
島
根
県
一
区
V

桜
・
内
義
雄
　
6
0
歳
　
　
自
前

　
党
政
調
会
長
（
通
産
相
）

大
橋
武
夫
　
6
8
歳
　自
前

　
弁
護
士
（
運
輸
相
　
労
相
）

〈
山
口
県
一
区
V

安
　
倍
　
晋
太
郎
　
　
娼
歳
　
　
　
自
前

　
党
国
対
副
委
員
長
（
農
林
政
務
次
官
）

〈
山
口
県
二
区
〉

岸
　

信
介
　
7
6
歳
　
・
自
前

　
党
顧
問
　
日
米
協
会
長
（
首
相
）

　
　
四
　
国

く
香
川
県
一
区
V

成
田
知
巳
　
　
6
0
歳

　
党
委
員
長
（
党
書
記
長
）

〈
愛
媛
県
一
区
〉

菅
　
　
太
郎
　
　
6
8
歳

　
党
県
顧
問
（
工
機
会
社
々
長
）

〈
愛
媛
県
二
区
V

池
田
の
び
る
　
3
9
歳

　
臨
写
会
社
重
役
（
県
議
）
，

　
・
九
　
捌

自・．

新
自
前

社
前

〈
福
岡
県
一
人
置

河
　
野
・
　
　
　
正
　
　
・
5
8
歳
τ
　
　
　
計
山
一
兀

　
病
院
理
事
長
八
県
議
）

中
　
島
　
茂
　
喜
・
6
3
歳
・
　
　
訂
前

　
県
砂
防
協
会
長
（
党
代
議
士
会
長
〉
：

八
福
岡
渠
二
区
〉

三
　
原
　
朝
　
雄
　
　
6
3
歳
　
　
　
自
前

　
党
国
対
副
委
員
長
（
県
議
）

〈
福
岡
県
三
区
V

荒
．
添
　
万
寿
夫
：
7
1
歳
　
　
　
自
前

　
党
行
政
調
査
副
会
長
（
文
相
）

〈
福
岡
県
四
区
〉

池
田
禎
治
’
6
2
歳
　
民
前

　
党
国
対
委
員
長
（
党
副
書
記
長
）

〈
佐
賀
県
全
県
一
区
V

大
坪
保
雄
　
7
3
歳
　自
前

　
弁
護
士
（
衆
院
法
務
委
員
）

山
下
徳
夫
　
5
3
歳
　
自
前

　
木
材
会
社
々
長
（
県
議
）

〈
長
崎
県
二
区
V

金
子
岩
三
　
6
5
歳
　
自
前

　
永
産
会
社
々
長
（
運
輸
政
務
次
官
）

〈
熊
本
県
一
区
〉

大
久
保
　
武
雄
　
　
6
9
歳
．
　
自
前

　
党
政
調
副
会
長
（
海
上
保
安
庁
長
官
）

〈
熊
本
県
二
区
〉

園
田
　
　
直
　
　
5
9
歳
　
　
自
前

　
党
顧
問
（
厚
相
衆
院
副
議
長
）

坂
田
道
太
　
5
6
歳
　
自
前

　
党
文
教
制
度
調
査
会
長
（
文
相
）
－

〈
大
分
県
一
区
画

広
瀬
正
雄
　
6
6
歳
　
自
前

　
党
県
顧
問
（
日
田
市
長
　
郵
政
相
）

〈
鹿
児
島
県
一
区
〉
　
　
・
．
　
　
∵
．
燕
．
‘

宇
ビ
田
・
・
国
栄
　
／
6
9
歳
　
・
告
箆
前

…
一
政
治
研
究
会
理
事
長
（
衆
院
逓
信
委
員
長
）

床
∵
次
，
徳
　
二
　
　
6
8
歳
　
　
　
自
前

　
党
外
交
調
査
副
会
長
（
総
務
長
官
）

篁
は
＋
膏
血
＋
四
日
（
蕩
ε
き

「立

�
ﾌ
あ
っ
た
も
の
で
二
三

ド
な
お
（
）
痢
は
お
も
な
元
職
。
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真
言
二
心
豆
山
派

鳥
居
敬
誉
新
管
長

就

任

　
墓
言
宗
豊
山
派
で
は
、
平
林
宥
高
前
管
長
の

退
位
に
も
と
づ
き
、
第
二
十
世
管
長
．
総
本
山

長
谷
寺
第
七
十
五
世
化
主
に
鳥
居
敬
誉
大
僧
正

を
推
戴
、
去
る
二
十
八
日
（
火
）
一
時
、
宗
務

所
に
於
て
就
任
式
が
行
な
わ
れ
た
。

　
新
管
長
貌
下
は
東
京
都
出
身
で
自
坊
は
巣
鴨

の
真
性
寺
。
宗
務
総
長
、
豊
島
区
仏
教
会
長
、

保
護
司
、
民
生
委
員
、
調
停
委
員
等
要
職
を
歴

任
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
日
は
全
仏
よ
妙
桜

井
事
務
次
長
が
全
仏
会
長
の
祝
辞
を
携
え
て
、

祝
賀
に
参
じ
た
。

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
者
懇
親
会
開
催

　
十
一
月
十
日
新
潟
県
仏
教
会
（
会
長
土
田
真

也
師
）
が
担
当
し
て
越
後
湯
沢
”
双
葉
”
旅
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
遠
く
山
梨
県
か
ら
も
代

表
者
が
馳
せ
参
じ
相
互
の
親
睦
を
一
層
深
め
た

　
特
に
、
今
回
は
懇
親
会
と
云
う
こ
と
で
会
議

形
式
を
と
ら
な
い
予
定
だ
つ
た
が
、
初
参
加
の

代
表
か
ら
折
角
多
忙
の
中
を
万
障
や
り
繰
り
し

て
参
集
し
た
の
だ
か
ら
何
か
実
の
あ
る
会
に
し

て
貰
い
た
い
と
云
う
要
望
が
出
さ
れ
、
緊
急
会

議
に
入
る
。
麻
布
総
長
の
挨
拶
に
続
き
税
制
対

策
に
つ
い
て
新
間
局
長
よ
り
現
況
説
明
等
あ

り
、
次
期
大
会
・
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催
に

関
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
去
る
組
織
専
門
委
員

会
並
び
に
機
構
改
正
起
草
委
員
会
の
模
様
が
岩

脇
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
全
日
本
仏
教
会
よ
り

東
京
都
仏
教
連
合
会
宛
に
次
期
大
会
の
開
催

担
当
方
申
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
旨
発
表
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
東
仏
会
長
栗
本
，
俊
道

師
は
来
る
十
七
日
の
東
回
理
事
会
に
計
っ
た
上

で
回
答
を
す
る
が
、
東
京
で
開
催
が
決
っ
た
場
「

合
に
は
、
特
に
当
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
仏
の
絶
大
な

る
御
協
力
を
願
い
た
い
旨
要
請
が
あ
っ
た
。
懇

親
会
で
は
お
国
自
慢
の
民
謡
が
続
々
と
披
露
さ

れ
、
和
気
謁
々
の
中
に
進
め
ら
れ
越
路
の
夜
は

ふ
け
て
行
っ
た
。
参
加
老
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）

　
東
町
栗
本
俊
道
・
板
橋
宥
成
・
，
池
野
昌
玄
・

郡
司
博
道
・
千
葉
土
持
良
栄
・
埼
玉
石
塚
大
喜

神
奈
川
鈴
木
敏
範
・
横
山
台
朋
・
栃
木
阿
部
諒

童
・
山
梨
井
村
胤
応
・
小
関
祐
随
・
新
潟
土
田

真
也
・
白
鳥
智
正
・
広
川
芳
雄
・
全
仏
事
務
総

局
麻
布
照
海
・
鱒
淵
正
浩
・
新
間
信
雄
・
岩
脇

宏
信

国
際
専
門
委
員
会
報
告

　
去
る
十
一
月
十
六
日
午
後
二
時
よ
り
事
務
総

局
会
議
室
に
お
い
て
国
際
専
門
委
員
会
が
開
か

れ
た
。

　
ま
ず
麻
布
事
務
総
長
の
あ
い
さ
つ
、
柳
国
際

局
長
よ
り
一
般
事
務
報
告
が
な
さ
れ
た
の
ち
、

慶
野
副
委
員
を
議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　
日
中
国
交
正
常
化
後
の
日
本
と
台
湾
の
仏
教

教
化
担
当
者
会
議

十
二
月
．
七
田
に

　
昨
年
第
一
回
の
試
み
と
し
て
開
催
し
た
各
紙

教
化
担
当
者
会
議
は
、
各
宗
の
要
望
の
も
と
に

今
年
は
来
る
十
二
月
七
日
（
木
）
京
都
・
興
正

会
館
で
開
催
す
る
。

　
こ
の
会
議
は
、
各
宗
派
が
夫
々
特
色
あ
る
教

化
運
動
を
展
開
し
て
い
る
今
日
、
さ
ら
に
宗
派

間
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
一
層
の
充
実
を
計
る

と
共
に
、
全
一
仏
教
運
動
の
進
展
と
社
会
教
化

の
拡
大
に
三
助
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
．
9
当
日

は
午
前
十
時
よ
り
日
蓮
宗
渡
部
宗
務
総
長
並
藤

山
英
雄
護
法
運
動
局
長
に
よ
る
［
護
法
運
動
に

つ
い
て
」
の
発
表
、
午
後
一
時
よ
り
真
宗
大
谷

派
熊
谷
寛
参
務
の
「
同
朋
運
動
に
つ
い
て
」
の

基
調
発
表
が
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
・
真
渓
文
化
専

門
委
員
長
の
「
全
一
仏
教
運
動
に
つ
い
て
」
の

発
表
も
あ
っ
て
、
各
宗
教
化
に
つ
い
て
研
究
討

論
す
る
。

り
9
’
・
・
三
＝
言
…
2
…
・
・
昌
言
＝
・
・
C
φ
…
・
畠
騨
言
・
…
■
◆
…
．
昌
幽
言
一
φ
φ
，
，
陰
．
．
昌
言
．
・
，
φ
9
：
．
．
昌
＝
言
，
，
O
◆
…
．
．
昌
一
言
・
，
－
＄
，
．
．
“
幽
昌
言
・
．
．
，
．

会
の
交
流
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
親
書

を
送
る
こ
と
、
今
後
人
事
交
流
、
仏
書
の
交
換

等
に
よ
っ
て
親
善
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
日
中
仏
教
交
流
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
仏

教
の
実
情
を
よ
く
掌
握
す
る
と
と
も
に
交
流
の

出
来
る
場
を
つ
く
る
こ
と
に
最
大
の
努
力
を
は

ら
う
こ
と
。
日
韓
仏
教
の
親
善
に
つ
い
て
は
、

日
韓
仏
教
親
善
協
会
を
設
立
し
、
広
く
一
般
に

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
仏
教
図
書
館
設
立
に
あ

た
っ
て
の
贈
書
運
動
を
強
力
に
す
す
め
る
事
を

確
認
し
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
に
対
す
る
全
仏

の
基
本
姿
勢
が
明
ら
か
に
さ
凱
た
。

　
な
お
当
日
は
韓
日
仏
教
親
善
協
会
々
長
李
能

乱
髪
お
よ
び
永
ら
く
日
本
に
滞
在
し
、
台
湾
、

香
港
の
仏
教
事
情
に
通
じ
て
い
る
軟
度
法
師
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
有
意
義
な
討
論
を
展
開
し
終

了
し
た
。

　
当
日
の
出
席
委
員
は
伊
東
堅
純
、
慶
野
聡
郎

黒
田
武
志
、
佐
藤
良
純
、
松
涛
弘
道
、
村
野
宣

忠
、
田
村
晃
祐
、
奈
良
康
明
の
各
氏

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

十
二
月
十
日

赤
坂
プ
リ
ン
ス
で

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
（
浜
田
嘉
伸
り
｝

ダ
ー
）
で
は
、
恒
例
の
「
成
道
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

シ
ョ
τ
」
を
来
る
十
二
月
十
日
（
日
）
五
時
．
か

ら
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
重
て
開
催
す
る
ρ

　
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
は
若
き
仏
教
徒
の
研
修

団
体
で
、
社
会
へ
の
奉
仕
を
か
か
げ
て
毎
年
チ

ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
純
益
金
を
福
祉
施
設
等
に

献
金
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、
法
話
、
コ
ー
ラ
ス
、
雅
楽
の
記
念

式
典
の
あ
と
、
第
二
部
シ
ョ
」
で
引
田
天
功
の

魔
術
や
歌
、
福
引
き
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
一
流

バ
ン
ド
に
よ
る
ダ
ン
ス
等
、
豪
華
な
プ
ロ
・
グ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　
会
費
は
参
千
円
（
食
事
付
）
。
周
い
合
わ
せ

ば
（
八
四
一
）
四
九
六
五
浜
田
宛
コ
　
噛
■
：
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W
F
B
セ
イ
ロ
ン
大
会
議
事
録

　
去
る
五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
ス

リ
ラ
ン
カ
共
和
国
（
旧
セ
イ
ロ
ン
）
の
首
都
で

あ
る
コ
ロ
ン
ボ
市
に
於
て
第
十
回
世
界
仏
教
徒

会
議
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
七
月
号
「
四
仏
」

で
既
報
の
通
り
で
あ
る
が
、
会
議
の
議
事
録
が

ま
と
ま
り
W
F
B
本
部
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
の

で
こ
の
誌
面
を
借
り
簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

　
ま
ず
今
年
三
月
開
催
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
W
F
B
本
部
の
都
合
に
よ
り
延
び
て
い
た
常

任
理
事
会
が
二
十
二
日
開
か
れ
た
。

　
こ
の
常
任
理
事
会
で
は
、
タ
イ
国
ブ
ー
ン
妃

殿
下
を
議
長
と
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
、
ア

メ
リ
カ
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
日
本
の
各
代

表
団
が
出
席
し
、
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
W
F
B
副
会
長
で
あ
っ
た
ス
リ
ラ
ン

カ
共
和
国
の
故
デ
ポ
ン
ド
ラ
氏
を
偲
び
二
分
間

の
黙
悼
が
捧
げ
ら
れ
た
の
ち
、
同
じ
く
ス
リ
ラ

ン
カ
共
和
国
の
ア
マ
ラ
ス
リ
や
氏
を
副
会
長
に

推
薦
し
、
昨
年
五
月
十
一
日
、
香
港
ホ
テ
ル
に

て
行
な
わ
れ
た
常
任
理
事
会
の
議
事
録
の
報
告

と
承
認
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
W
F
B
事
務
局

の
事
務
報
告
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
W
F
B
本
部

は
、
W
F
B
本
部
を
建
設
す
る
た
め
に
土
地
を

提
供
し
基
金
を
設
置
し
た
タ
イ
国
政
府
に
感
謝

状
を
送
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
　
（
W
F
B
本
部

を
永
久
的
に
タ
イ
国
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
一
九
六
六
年
の
第
八
回
チ
ェ
ン
マ
イ
大
会

に
於
て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。
）

　
W
F
B
規
約
改
正
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通

り
変
更
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
一
日
発
行

一、

X
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
（
旧
セ
イ
ロ
ン
）
に

伴
な
う
国
名
の
修
正

二
、
“
総
会
は
、
二
年
に
一
度
催
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
”
か
ら
“
基
本
は
二
年
に
一
度
と
す

る
が
、
開
催
国
の
事
情
に
よ
り
三
年
に
一
度
に

し
て
も
良
い
”
と
変
更
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
W
F
B
新
加
盟
団
体
申
請
の
あ
っ
た

香
港
仏
教
協
会
、
印
度
国
際
仏
教
セ
ン
タ
ー
、

ク
メ
ー
ル
共
和
国
仏
教
会
は
、
す
べ
て
W
F
B

地
区
セ
ン
タ
ー
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
勉
各
種
委
員
会
は
次
の
通
り
報
告
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

一、

熕
ｭ
委
員
会
　
こ
の
会
議
は
日
本
国
代
表

団
々
長
と
し
て
参
加
し
た
伊
藤
哲
雄
氏
を
議
長

と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
W
F
B
の
財
政
事
情
を

中
心
に
討
議
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
特
に
問
題
と

な
っ
た
点
は
W
F
B
は
各
国
地
区
セ
ン
タ
ー
の

年
間
負
担
金
に
よ
っ
て
活
動
で
き
る
の
で
あ
り

現
在
は
各
地
区
セ
ン
タ
ー
の
支
払
い
が
遅
れ
て

い
る
の
で
本
部
は
仕
事
が
出
来
な
い
状
態
で
あ

る
。
支
払
い
の
悪
い
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
は
W

F
B
大
会
参
加
、
採
択
に
つ
い
て
の
権
限
を
認

め
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ェ
、
ベ
ト
ナ
ム
等
の
仏
教
徒
の
犠
牲
者

に
対
し
て
W
F
B
本
部
に
基
金
を
設
け
る
様
世

界
の
仏
教
徒
に
訴
え
る
こ
と
を
決
め
た
。

二
、
調
和
統
合
委
員
会
　
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
フ

ィ
リ
ッ
ツ
氏
を
議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

駈、、

非
暴
力
の
崇
高
な
る
考
え
が
唯
一
の
方
法
で
あ

の
自
分
の
宗
教
だ
け
が
最
高
で
あ
る
と
い
う
狭

い
考
え
を
す
て
、
我
々
は
お
互
い
に
仏
教
の
諸

分
野
を
研
究
し
、
他
宗
教
に
つ
い
て
も
同
様
に

勉
強
し
、
世
界
平
和
を
促
進
す
る
一
員
と
し
て

全
世
界
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
強
張
さ

れ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
の
一
婦
人
か
ら
W
F

B
に
婦
人
と
し
て
で
き
る
特
別
な
役
割
を
遂
行

さ
せ
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
世
界
仏
教
婦
人

会
議
を
W
F
B
の
中
に
設
置
す
る
こ
と
を
提
案

し
採
択
さ
れ
た
。
．

三
．
W
F
B
Y
（
世
界
仏
教
青
年
連
盟
）
に
関

す
る
委
員
会
　
マ
レ
ー
シ
ア
の
タ
ン
・
エ
ン
・

コ
ン
氏
を
議
長
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
世
界
仏
教
青
年
問
題
の
解
決
の
た
め
に
も
世

界
仏
教
青
年
会
議
を
創
立
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
努
力
を
し
よ
う
。
ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和

国
代
表
国
か
ら
W
F
B
Y
本
部
を
セ
イ
ロ
ン
に

．
置
く
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
が
、
厨
F
B
Y
規

約
に
よ
り
不
可
能
と
な
り
今
ま
で
ど
お
り
タ
イ

本
部
の
中
に
置
く
こ
ど
に
な
っ
た
。

四
、
出
版
、
宣
伝
、
教
育
、
文
化
、
芸
術
に
関

す
る
委
員
会
　
こ
の
委
員
会
は
一
九
六
八
年
第

八
回
チ
ェ
ン
マ
イ
大
会
の
時
に
ユ
ネ
ス
コ
に
加

盟
団
体
と
し
て
加
入
し
て
か
ら
発
足
し
た
委
員

会
で
あ
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
の
ヘ
ワ
ジ
氏

を
議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
ず
二
十
五
年
間
も
の
間
、
世
界
平
和
の
為

に
積
極
的
に
奉
仕
を
し
た
ユ
ネ
ス
コ
に
感
謝

し
、
W
F
B
は
、
ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ
他
の
ユ
ニ

セ
フ
・
W
H
O
・
F
F
H
C
な
ど
の
団
体
と
協

一＝

力
し
て
平
和
を
形
成
す
る
社
会
に
す
る
た
め
に

効
果
的
に
世
界
の
人
々
に
働
き
か
け
る
ζ
と
を

決
議
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
仏
教
会
の
代
表

団
が
イ
ン
ド
に
国
際
的
仏
教
学
研
究
所
と
し
て

総
合
仏
教
大
学
を
建
設
す
る
こ
と
を
要
求
し
た

が
、
所
定
の
串
し
出
を
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
却
下
さ
れ
た
。

五
、
人
道
擁
護
委
員
会
　
人
道
奉
仕
の
面
に
お

け
る
活
動
を
積
極
的
に
組
織
化
す
る
こ
と
を
、
　
、

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
っ
て
不
幸
を
招
い

た
ベ
ト
ナ
ム
難
民
に
対
し
て
仏
教
徒
と
し
て
出

来
る
だ
け
早
く
処
置
を
と
り
、
W
F
B
は
ベ
ト

ナ
ム
へ
使
節
を
送
る
こ
と
、
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム

に
限
ら
ず
他
の
国
で
起
こ
る
不
幸
に
対
処
で
き

る
よ
う
基
金
を
脚
F
B
の
中
に
設
置
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
　
．
　
　
　
　
　
　
　
し

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会
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